
(1) 担当支部： 山形支部 12190
分水嶺区分 2004年 4月 16日 (4)天候：

（５）参加者氏名および会員番号
會田　茂雄 9173
長岡　伸恭 10761
渡辺　誠 12190

計 計

（６）山行記録・位置確認（出発点・ピーク・峠・到達点など、主要ポイントに関して）・所要時間・道の状況
ｺｰｽ概略：
ｱﾌﾟﾛｰﾁ：

度 分 度 分 秒
歩行開始点 米沢採石（株） 140 14 37 52 20.9 557   9:40 砂利道

分水嶺到達点
1202mと栗子山の
コル(栗子峠)

140 16 37 52 1.8 1,132   13:10 13:10 積雪

E249 栗子山 140 16 37 52 25.9 1,220 13:30 13:40 〃
栗子山の三角点 同上付近と思われるが積雪と雑木密生のため確認できず 〃
（往路を引き返す）

分水嶺離別点
1202mと栗子山の
コル（栗子峠）

140 16 37 52 1.8 1,132   14:20 14:35 積雪

歩行終了点 米沢採石（株） 140 14 37 52 20.9 557   15:20

（７）三角点の位置と保存状況
上記(6)の地点ｺｰﾄﾞを
記入してください

点名 等級 方位

E249 栗子山 　

１ 南南西

（８）人工施設の現況および地形図との相違点

（９）水および植生に関連した特記事項

（10）その他の特記事項

（11）写真の添付：（ 有りの場合には、写真説明を記入してください）

山行報告書（続き）

旧栗子街道（採石現場の栗子川の橋）まで車使用
旧栗子街道～旧栗子峠（栗子隧道）～栗子山

経度E
秒

高度
ｍ

緯度Ｎ 道の
状況

到着
時刻

地点ｺｰﾄﾞ 地点名
2.5万分の1
地形図名

10.5

36.8

11.4

11.4

＊未確認

会員番号：渡辺　誠
(3)山行日：栗子峠～E249栗子山

3名 名

事務局整理記入欄 山形－4
晴　積雪30～80cm

米沢東部

栗子山

〃
〃

①

②

県界稜線は積雪40cm程度，山頂はほぼ平頂であり、かつ雑木密生して
おり、三角点は確認できなかった。
＊2005年4月17日再調査、三角点は南南西に15°ずれている。

保存
状況

未確認

　
＊栗子隧道付近が栗子川の源頭になっているようだ。
　　ヤシャブシ等、また沢沿いにはサワグルミが多い。

JAC創立１００周年記念国内登山(中央分水嶺踏査)の山行報告書

   写真説明：　
＊栗子峠（栗子隧道）

●2005年4月17日に再調査を実施した。

　 水窪ダムが見える。
＊山頂からの眺望は360°可能であり、吾妻連峰、飯豊連峰、朝日連峰、月山、蔵王連峰を眺めることができる。また、眼下には、　
＊栗子山山頂は広い平頂であり、背丈程の雑木が極めて密生しており、無雪期の踏査は不可能である。

＊旧国道13号線(栗子街道 現在廃道)は、栗子川に沿い栗子隧道へと進むが、沿道には、ミズナラ、ヤマヤナギ、ケヤマハンノキ、

②栗子山と1202m峰の間の鞍部は、福島市大滝に至る峠で昔から「栗子峠」と言われていた。

栗子山

米沢東部 36.8
4時間45分総歩行時間（休憩時間を除く）：

良好

特記事項

(1)～(8)は必ず記入してください。(9)～(11)は、気づいた事項があれば記入してください。

サポート要員氏名および会員番号

出発
時刻

(2)記載者氏名：

(8)～(11)の特記
事項等との関係

①米沢採石：国道13号線沿いの米沢スキー場のところから旧国道13号線(現在廃道)を栗子川沿いに約2km進むと採石場がある。

＊県界稜線の密生した雑木地帯

＊栗子峠の直下には「栗子隧道」があるが、内部が崩壊しており通り抜けはできない。



表面（１ページ目）に書ききれなかった事項を記入してください。

                                                   栗子峠（栗子隧道）

                                                                                       県界稜線の密生した雑木地帯
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